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　前回の編集後記（2023年 1月）で新型コロナウイルス感染症（COVID‒19）に関して，「12
月 8日現在，第 8波の真最中です。水際対策の緩和が増加の 1要因なのかもしれません」と
記載致しました。その後，感染状況は落ち着き，ゴールデンウイーク明けの 5月 8日から，
COVID‒19は感染症の 2類相当から 5類に引き下げられました。それに先立ち，3月 13日以
降，マスクの着用は個人の主体的な選択を尊重し，個人の判断が基本となりました。世間一
般ではマスクを外す場面も少しずつ増えているようですが，医療従事者は患者さんと接する
機会も多いため，診察時などはマスクの着用を継続されている方が多いかと思います。私も
個人的には，診察時にマスクをするようになってから，明らかに風邪などをひく機会が減っ
た（なくなった）と感じています。感染症の分類が引き下げられても，ウイルス自体が変わ
る（斟酌する）訳ではないのいで，基本的な感染対策は（特に病院内では）続けていく必要
があると思います。先日，居住区からコロナワクチン接種の案内（お知らせ）が来ました。
個人的には 6回目のワクチンを近日中に受ける予定でおります。ウィズコロナ時代の幕開け
なのかもしれません。
　話は変わりますが，「乾癬におけるヤヌスキナーゼ（JAK）阻害内服薬（JAK1阻害薬と
TYK2阻害薬）の使用ガイダンス」が日本皮膚科学会雑誌の 2023年 1月号に掲載されまし
た。日本皮膚科学会乾癬分子標的薬安全性検討委員会で作成しました。乾癬に対する JAK
阻害内服薬は，2021年に JAK1阻害薬であるウパダシチニブが関節症性乾癬に適応拡大にな
り，2022年には TYK2阻害薬であるデュークラバシチニブが尋常性乾癬，膿疱性乾癬，乾
癬性紅皮症に保険適用されました。本ガイダンスは，乾癬の診療に精通した皮膚科専門医
が，JAK阻害内服薬を適正に使用することを目的として作成されました。なお，添付文書や
適正使用ガイドでは，ウパダシチニブは「JAK阻害剤」，デュークラバシチニブは「TYK2
阻害剤」に分類されており，両薬剤には安全性などの点で違いがある可能性が考えられま
す。詳細は両薬剤の添付文書と適正使用ガイドを参照いただければ幸いです。また，両薬剤
は今後，日本皮膚科学会の乾癬分子標的薬市販後調査（PMS）委員会で安全性の検討などを
行っていく予定です。
 （佐伯秀久）
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